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1 

本書について 

1-1 はじめに 

このたびは、ガス検知部 GD-84D シリーズ（Ethernet 仕様）（以下、「本器」）をお買い上げいただきありがとうござ

います。 

本取扱説明書は、GD-84D シリーズ（Ethernet 仕様）の Ethernet 通信機能の取り扱い方法と仕様を説明したもの

です。 

お使いになる前によくお読みいただき、内容を理解した上でご使用ください。 

なお、GD-84D シリーズ（Ethernet 仕様）の Ethernet 通信機能は、ネットワークシステムを構成する通信機器の

一部です。必ず、‘ガス検知部 GD-84D シリーズ取扱説明書’もあわせてお読みください。 

また、この取扱説明書は本器をご使用中いつでもご覧いただけるよう、お手元に保管してください。 

 

製品改良のために、この説明書の内容を将来予告なしに変更することがあります。また、この説明書の全部また

は一部を無断で複写または転載することを禁じます。 

保証期間の内外を問わず、本器と通信する機器のプログラムにより生じたいかなる事故および損害の補償はい

たしません。 

保証書に記載されている保証規定を必ずご確認ください。 
 

＜本取扱説明書が対象とする製品型式＞ 
 GD-84D-ET-EC 

 GD-84D-ET 

 GD-84D-EA-EC 

 GD-84D-EA 

＜本書の表記について＞ 
＜数値の表記＞ 

10 進数：数値のみで表記します。 

（例）1、100、1000 など 

16 進数：値の前に”0x”を付けて表記します。 

（例）0x00、0x64、0x3EB など 

 

＜センサ装着位置の表記＞ 

本書では、本器でセンサが装着されている位置を示す［A1］［A2］［B1］［B2］をそれぞれスロット 1、スロット 2、ス

ロット 3、スロット 4 で表記します。 
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1-2 危険、警告、注記の定義 

本取扱説明書では、表示内容を無視して誤った取り扱いをしたときに生じる被害の程度を、以下のように区分して

説明します。 

 

 危険 取り扱いを誤った場合、人命、人体または物に重大な被害を及ぼすことが想定されることを
意味します。 

 警告 取り扱いを誤った場合、身体または物に重大な被害を及ぼすことが想定されることを意味し
ます。 

 注意 取り扱いを誤った場合、身体または物に軽微な被害を及ぼすことが想定されることを意味し
ます。 

 

その他、取り扱い上のアドバイスを、以下のように表示して説明します。 

注記 本器を取り扱う上で知っていると役に立つ事項を意味します。 
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2-2 IP アドレスを設定する 

2-2-1 本器の IP アドレスを設定する 

本器に以下の IP アドレスを設定します。 

設定方法については、‘ガス検知部 GD-84D シリーズ取扱説明書’の‘7-10-18 ETHERNET 設定（ETHERNET）’

を参照してください。 

IP アドレス例：192.168.1.1 

サブネットマスク例：255.255.255.0 

注記 
 IP アドレスの書き込みには 10 秒程度かかります。  

 

2-2-2 PC の IP アドレスを設定する 

インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティで以下の IP アドレスを設定します。 

IP アドレス例：192.168.1.2 

サブネットマスク例：255.255.255.0 

 
※ 上図は Windows10 の場合 

 注意 

 通信機器の交換前と交換後の機器の IP アドレスが同じ場合、交換してからしばらくの間（通常は 10 分以

内）は、PC から接続中の機器と通信できないことがあります。 

すぐに通信できるようにしたい場合は、いったんネットワーク接続を無効にしてから、再度、有効に戻してく

ださい。  
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3 

GAS DETECTOR MANAGER の
設定 

3-1 GAS DETECTOR MANAGER の概要 
 

3-1-1 GAS DETECTOR MANAGER について 

GAS DETECTOR MANAGER は本器と PC を接続し、ブラウザ上で本器の状態をリアルタイムで確認したり、

ネットワークや警報点の設定を変更するための Web アプリケーションです。イベント履歴（警報履歴）や校正履歴

を表示したり、ガス校正や警報テストなどを実行することもできます。 

GAS DETECTOR MANAGER には、ユーザーモードと管理者モードがあり、操作できる機能が異なります。 

 
＜ユーザーモード＞ 

ガス名や警報点など本器の基本的な情報やイベント履歴（警報履歴）、通信履歴を表示します。 
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＜管理者モード＞ 

本器の基本的な情報やイベント履歴（警報履歴）、通信履歴、校正履歴、アラームトレンドなどを表示します。 

また、警報点やネットワークなどの設定変更やガス校正、警報テスト、故障警報テストの実施、アラームのリセット、

INHIBIT の設定をすることができます。 

 

注記 
 GAS DETECTOR MANAGER の機能については、‘5-1 GAS DETECTOR MANAGER の機能一覧’を

参照してください。  
 

3-1-2 対象のブラウザ 

GAS DETECTOR MANAGER は、Microsoft Edge での動作を対象としています。 

それ以外のブラウザで使用した場合、正常に動作しないことがあります。 
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4 

PLC 通信の設定 
オムロン製 PLC（CJ／CS シリーズ）、三菱電機製 PLC（Q シリーズ）に対して PLC モード、PLC エリアを 

設定する事により簡単に接続ができる簡易設定になります。 

 

 PLC モード：接続先 PLC 機種、通信データサイズの選択 

 PLC エリア：接続先 PLC で検知器の書き込み/読み込みに使用するデータエリアの選択 

 

※PLC モード、PLC エリアを使用して設定する場合、接続先 PLC の IP アドレスは xxx.xxx.xxx.251 固定に 

なります。 

4-1 OMRON CJ・CS シリーズ 
 

4-1-1 PLC 通信の設定について（OMRON CJ・CS シリーズ） 

PLC 通信の設定には次の 2 つの方法があります。 

1. GAS DETECTOR MANAGER で設定する 
GAS DETECTOR MANAGER に管理者モードでログインし、Network 画面で設定します。 

GAS DETECTOR MANAGER を使用すると、詳細な PLC 通信設定をすることができます。 

設定方法は、‘4-1-3 GAS DETECTOR MANAGER で PLC 通信（OMRON CJ・CS シリーズ）の設定をする 

を参照してください。 

注記 
 ［PLC Mode］が［1］の場合に、PLC 通信の詳細設定を行うことができます。  

 

2. 本器のメンテナンスモードで設定する 
本器のメンテナンスモードの ETHERNET 設定（［2-10 SETTING2］の［SET-18 ETHERNET］）で、 

［PLC Mode］と［PLC Area］を設定します。 

［PLC Mode］と［PLC Area］の各モード、各エリアに対応した PLC 通信の設定値が自動的に設定されます。 

設定方法は、‘4-1-4 本器で PLC 通信（OMRON CJ・CS シリーズ）の設定をする’を参照してください。 
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4-2 MELSEC Q シリーズ 
 

4-2-1 PLC 通信の設定について（MELSEC Q シリーズ） 

PLC 通信の設定には次の 2 つの方法があります。 

1. GAS DETECTOR MANAGER で設定する＞ 
GAS DETECTOR MANAGER に管理者モードでログインし、Network 画面で設定します。 

GAS DETECTOR MANAGER を使用すると、詳細な通信設定をすることができます。 

設定方法は、‘4-2-3 GAS DETECTOR MANAGER で PLC 通信（MELSEC Q シリーズ）の設定をする’を 

参照してください。 

注記 
 ［PLC Mode］が［1］の場合に、PLC 通信の詳細設定を行うことができます。  

2. 本器のメンテナンスモードで設定する 
本器のメンテナンスモードの ETHERNET 設定（［2-10 SETTING2］の［SET-18 ETHERNET］）で、 

［PLC Mode］と［PLC Area］を設定します。 

［PLC Mode］と［PLC Area］の各モード、各エリアに対応した PLC 通信の設定値が自動的に設定されます。 

設定方法は、‘4-2-4 本器で PLC 通信（MELSEC Q シリーズ）の設定をする’を参照してください。 
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GAS DETECTOR MANAGER の
操作 

5-1 GAS DETECTOR MANAGER の機能一覧 

注記 
 本器で設定変更を行うと、メンテナンスモード終了時に［Data is updated.］と表示され、画面が再表示され

ます。 

 管理者モードでログインした場合、本器側でログイン情報を記憶しています。このログイン情報は本器の電

源を OFF にすると消去されます。そのため、PC で GAS DETECTOR MANAGER を起動したまま、本器

の電源を OFF から ON にすると、PC にエラーが表示されます。本器の電源を OFF にするときは、いった

ん GAS DETECTOR MANAGER を終了し、本器の始動後にあらためて、GAS DETECTOR 

MANAGER にログインしてください。 

 GAS DETECTOR MANAGER と本器で同時に設定を変更しないでください。  
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注記 
 第一警報、第二警報が発報されると、GAS DETECTOR MANAGER の画面に以下のように表示されま

す。 

＜ユーザーモード画面＞ 

 

 

＜管理者モード画面＞ 

管理者モードでログインしている場合は、［ALARM RESET］ボタンをクリックすると、本器の警報状態を解

除することができます。 
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5-5 ガス校正を行う 
 

5-5-1 ゼロ校正を行う（Zero Calibration） 

GAS DETECTOR MANAGER の［■Zero Calibration］をクリックすると、ゼロ校正を行うための画面が表示され

ます。 

本メニューは、管理者モードでログインした場合に表示できます。 

本器でゼロ校正の準備ができたら、［Start］ボタンをクリックしてください。 

 注意 

 ゼロ校正を行う場合は、‘ガス検知部 GD-84D シリーズ取扱説明書’の‘7-5 ガス校正を行う’をよくお読み

いただき、適切な手段で行ってください。  
 

 

＜管理者モード画面＞ 

 

 

＜メンテナンスサービスについて＞ 
弊社では、ガス校正などを含めた定期点検、調整、整備などに関するサービスを行っています。 

校正ガスを作製するには、所定濃度のガスボンベや、ガス袋など専用器具が必要です。弊社指定のサービス員

は、それらの専用器具や製品に関する専門知識を有しております。 

本器の安全動作を維持するために、弊社メンテナンスサービスをご利用ください。 

 
  



5. GAS DETECTOR MANAGER の操作 5-5 ガス校正を行う 

39 / 99 

5-5-2 スパン校正を行う（Span Calibration） 

GAS DETECTOR MANAGER の［■Span Calibration］をクリックすると、スパン校正を行うための画面が表示さ

れます。 

管理者モードでログインした場合に表示できます。 

本器でスパン校正の準備ができたら、［Start］ボタンをクリックしてください。 

 注意 

 スパン校正を行う場合は、‘ガス検知部 GD-84D シリーズ取扱説明書’の‘7-5 ガス校正を行う’をよくお読

みいただき、適切な手段で行ってください。  
 

 

＜管理者モード画面＞ 

 

 

＜メンテナンスサービスについて＞ 
弊社では、ガス校正などを含めた定期点検、調整、整備などに関するサービスを行っています。 

校正ガスを作製するには、所定濃度のガスボンベや、ガス袋など専用器具が必要です。弊社指定のサービス員

は、それらの専用器具や製品に関する専門知識を有しております。 

本器の安全動作を維持するために、弊社メンテナンスサービスをご利用ください。 
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5-6 警報テスト・故障警報テストを行う  
 

5-6-1 警報テストを行う（Alarm Test） 

GAS DETECTOR MANAGER の［■Alarm Test］をクリックすると、警報テストを行うための画面が表示されます。 

管理者モードでログインした場合に表示できます。 

［Start］ボタンをクリックして警報テストを開始してください。 

 

＜管理者モード画面＞ 

 

 

 警告 

 警報テストを行う場合は、あらかじめ関係部署への通知を行い、外部出力信号や警報接点が作動し、周辺

機器や上位システムが異常として検出しないように必ず対処してから行ってください。外部出力信号や警報

接点の動作条件は本体取説を参照してください。  
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5-6-2 故障警報テストを行う（Fault Test） 

GAS DETECTOR MANAGER の［■Fault Test］をクリックすると、故障警報テストを行うための画面が表示され

ます。 

管理者モードでログインした場合に表示できます。 

［Start］ボタンをクリックして故障警報テストを開始してください。 

 

＜管理者モード画面＞ 

 

 

 警告 

 EA 仕様（GD-84D-EA、GD-84D-EA-ET）の場合は、故障警報テストを行うと、メンテナンスモード中でも設

定によって故障接点が動作します。外部出力信号や警報接点が作動し、周辺機器や上位システムが異常

として検出しないように必ず対処してから行ってください。外部出力信号や警報接点の動作条件は本体取

説を参照してください。  
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 注意 

 設定を変更した場合は、必ず［Update］ボタンをクリックしてください。 

［Update］ボタンをクリックしないと、設定が更新されません。  
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5-7-2 ネットワーク・メール・PLC 通信関連の設定を変更する（Network） 

GAS DETECTOR MANAGER の［■Network］をクリックすると、ネットワーク、メール、時刻、PLC 通信関連の設

定内容の確認と変更を行うための画面が表示されます。 

管理者モードでログインした場合に表示できます。 

注記 
 PLC 通信の設定については、‘7-3 PLC 通信設定内容’を参照してください。  

 

＜管理者モード画面＞ 

 

 

 

 
  

② 

③ 

① 

④ 

⑤ 
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注記 
 本器で警報が発報された場合は、以下のようなメールが送信されます。 

＜第一警報が発報された場合＞ 

 
 

＜流量異常警報が発報された場合＞ 
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＜書き込み不可のアドレスへの書き込みが指定された場合＞ 
1 か所でも書き込み不可の場合は、ファンクション全体がエラーになります。 

データ例： 

クエリ ：00000000000D0110002E000306000503E80000 ←アドレス 40047 から 3 レジスタ書き込み 

     （アドレス 40049 が書き込み不可） 

レスポンス ：000000000003019003   ←例外レスポンス 03：不正データ 

＜正しくない警報点の書き込みが指定された場合＞ 
上位 16 ビットと下位 16 ビットが 1 回のクエリで書き込まれない場合、片方だけを書き込むクエリは実行されず、

エラーとなります。（例外レスポンス 03：不正データ） 

また、以下のように警報点として正しくない値の場合、エラーとなります。（例外レスポンス 03：不正データ） 

 警報点 1 がマイナスの値 

 警報点 2 がマイナスの値 

 警報点 1 がフルスケールより大きい 

 警報点 2 がフルスケールより大きい 

 警報点 1 が警報点 2 より大きい（警報方式が H-HH または L-H の場合） 

 警報点 2 が警報点 1 より大きい（警報方式が L-LL の場合） 

 警報点 1 がフルスケールの 10 分の 1 未満（警報方式が H-HH かつ警報点リミッターが ON の場合） 

 警報点 2 がフルスケールの 10 分の 1 未満（警報方式が H-HH かつ警報点リミッターが ON の場合） 

 警報点 1 がデジットで割り切れない（有効桁数以下を四捨五入した後の値で判定） 

 警報点 2 がデジットで割り切れない（有効桁数以下を四捨五入した後の値で判定） 

注記 
 Modbus/TCP の一般的な仕様に関しては本取扱説明書の対象外です。Modbus/TCP の仕様書を参照し

てください。(http://www.modbus.org/)  
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※5 有効桁数を保持した整数になります。 
 例： ・フルスケール 25.0 の濃度値 20.9 → 209 
    ・フルスケール 50.0 の濃度値 0.2 → 2 
    ・フルスケール 5.00 の濃度値 0.20 → 20 

※6 警報点を書き込む場合は、以下の点にご注意ください。 
(1) 上位 16 ビットと下位 16 ビットを 1 回のクエリで書き込む必要があります。片方だけを書き込むクエリは実行されず、エ

ラーとなります。（例外レスポンス 03：不正データ） 
(2) 濃度値の有効桁数以下は四捨五入します。 

例：20.888 → 20.9 
(3) 以下のように警報点として正しくない値の場合、エラーとなります。（例外レスポンス 03：不正データ） 

・警報点 1 がマイナスの値 
・警報点 2 がマイナスの値 
・警報点 1 がフルスケールより大きい 
・警報点 2 がフルスケールより大きい 
・警報点 1 が警報点 2 より大きい（警報方式が H-HH または L-H の場合） 
・警報点 2 が警報点 1 より大きい（警報方式が L-LL の場合） 
・警報点 1 がフルスケールの 10 分の 1 未満（警報方式が H-HH かつ警報点リミッターが ON の場合） 
・警報点 2 がフルスケールの 10 分の 1 未満（警報方式が H-HH かつ警報点リミッターが ON の場合） 
・警報点 1 がデジットで割り切れない（有効桁数以下を四捨五入した後の値で判定） 
・警報点 2 がデジットで割り切れない（有効桁数以下を四捨五入した後の値で判定） 
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6-3 Modbus/TCP 通信コマンド 

アドレス 40251 - 40256 のレジスタにコマンドやパラメータを書き込むことで、以下の機能を実行します。 

機能の実行は、コマンド（アドレス 40251）への書き込みがトリガとなります。 

通常はコマンドとサブコマンド、また必要であればパラメータを 1 回のクエリで書き込んで実行しますが、コマンドだ

け書き込んだ場合はその時点のサブコマンド、パラメータを使って実行します。 

注記 
 スロット 2 は 40507 - 40512 に、スロット 3 は 40763 - 40768 に、スロット 4 は 41019 - 41024 のレジスタ

に以下と同様にコマンドやパラメータを書き込むことで機能を実行します。  

 

40251 40252 40253 40254 40255 40256 
機能 

コマンド サブコマンド パラメータ 1 パラメータ 2 パラメータ 3 パラメータ 4 

MM 
(0x4D4D) 

S 
(0x0053) 

－ － － － 
メンテナンスモード
開始 

E 
(0x0045) 

－ － － － 
メンテナンスモード
終了 

GS 
(0x4753) 

W 
(0x0057) 

0x0000 － － － INHIBIT オフ 

0x0001 － － － INHIBIT オン 

RA 
(0x5241) 

S 
(0x0053) 

－ － － － 警報テスト開始 

E 
(0x0045) 

－ － － － 警報テスト終了 

W 
(0x0057) 

濃度値 － － － 
警報テスト・濃度値
適用 

RT 
(0x5254) 

S 
(0x0053) 

－ － － － 
故障警報テスト 
開始 

E 
(0x0045) 

－ － － － 
故障警報テスト 
終了 

SB 
(0x5342) 

W 
(0x0057) 

－ － － － 警報リセット 

SP 
(0x5350) 

W 
(0x0057) 

－ － － － エア校正実行 

SZ 
(0x535A) 

W 
(0x0057) 

－ － － － ゼロ校正実行 

 

注記 
 警報テストのスロット指定は 1 つのみ有効です。複数のスロットを同時に指定した場合は、指定したうちの

1 つが適用されます。  
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 注意 

 上記以外のコマンドを書き込んでも、例外レスポンスが返ることはありません。また、上記コマンドの実行結

果が失敗の場合も同様です。Modbus/TCP のレスポンスは、あくまでも書き込みの成否に対する結果で

す。コマンド実行の成否は、ステータスや濃度値を読み込み直して判断してください。  
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7-5 PLC 通信コマンド 

Basic Data：Large、Basic Data：Very Small および Optional Data の GD-84D 設定データ、コマンド実行ステー

タス（PLC）、コマンドコード、パラメータを書き込んで各種の機能を実行します。 
 

7-5-1 コマンド 1（設定変更）の発行 

1 ［コマンド実行ステータス（PLC）］が“0”（通常状態）になっていることを確認する 

 

2 コマンド 1（設定変更）を発行する 

(1) ［GD-84D 設定データ］の変更したい項目にデータを設定する（複数設定可） 

(2) ［コマンドコード］に“1”（設定変更）を設定する 

(3) ［パラメータ］の変更したい項目のビットをオンにした値を設定する（複数設定可） 

 

3 ［コマンド実行ステータス（PLC）］に“1”（処理実行）を設定する 

 

4 ［コマンド実行ステータス（GD-84D）］が“1”（処理完了）になっていることを確認する 

 

5 ［コマンド実行ステータス（PLC）］に“0”（通常状態）を設定する 

設定の変更に成功した場合は、［コマンド実行結果］の変更項目のビットがオンになります。 

設定の変更に失敗した場合は、［コマンド実行結果］の変更項目のビットがオフになります。 

 

 注意 

 コマンドを発行してから、処理が完了するまでは、［GD-84D 設定データ］、［コマンドコード］、［パラメータ］

の値は変更しないでください。  
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7-5-2 コマンド 2 - 9 の発行（Basic Data：Large のみ） 

1 ［コマンド実行ステータス（PLC）］が“0”（通常状態）になっていることを確認する 

 

2 コマンド 2 - 9 を発行する 

(1) ［GD-84D 設定データ］の変更したい項目にデータを設定する（複数設定可） 

(2) ［コマンドコード］に“2”から“9”のいずれかのコマンドを設定する 

(3) ［パラメータ］に“0”を設定する（コマンド 2 - 9 はパラメータ未使用） 

 

3 ［コマンド実行ステータス（PLC）］に“1”（処理実行）を設定する 

 

4 ［コマンド実行ステータス（GD-84D）］が“1”（処理完了）になっていることを確認する 

 

5 ［コマンド実行ステータス（PLC）］に“0”（通常状態）を設定する 

設定の変更に成功した場合は、［コマンド実行結果］が“1”になります。 

設定の変更に失敗した場合は、［コマンド実行結果］が“0”になります。 

 注意 

 コマンドを発行してから、処理が完了するまでは、［GD-84D 設定データ］、［コマンドコード］、［パラメータ］

の値は変更しないでください。  
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7-5-3 コマンド 10（警報テスト濃度設定）の発行（Basic Data：Large のみ） 

1 ［コマンド実行ステータス（PLC）］が“0”（通常状態）になっていることを確認する 

 

2 コマンド 10（警報テスト濃度設定）を発行する 

(1) ［GD-84D 設定データ］の変更したい項目にデータを設定する（複数設定可） 

(2) ［コマンドコード］に“10”（警報テスト濃度設定）を設定する 

(3) ［パラメータ］に警報テスト濃度値を設定する 

3 ［コマンド実行ステータス（PLC）］に“1”（処理実行）を設定する 

 

4 ［コマンド実行ステータス（GD-84D）］が“1”（処理完了）になっていることを確認する 

 

5 ［コマンド実行ステータス（PLC）］に“0”（通常状態）を設定する 

設定の変更に成功した場合は、［コマンド実行結果］が“1”になります。 

設定の変更に失敗した場合は、［コマンド実行結果］が“0”になります。 

 

 注意 

 コマンドを発行してから、処理が完了するまでは、［GD-84D 設定データ］、［コマンドコード］、［パラメータ］

の値は変更しないでください。  
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7-5-4 コマンド 3 - 6 の発行（Basic Data：Very Small のみ） 

1 ［コマンド実行ステータス（GD-84D）］が“0”（通常状態）になっていることを確認する 

 

2 ［コマンドコード］に“3”から“6”のいずれかのコマンドを設定する 

 

3 ［コマンド実行ステータス（GD-84D）］が“1”（処理完了）になっていることを確認する 

 

4 ［ステータス］の bit15：メンテナンス、および bit13：INHIBIT が指定した値になっていることを確認する 

 

 注意 

 コマンドを発行してから、処理が完了するまでは、［GD-84D 設定データ］、［コマンドコード］、［パラメータ］

の値は変更しないでください。  
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7-6 本器操作による PLC 通信設定仕様 

本器のメンテナンスモードの ETHERNET 設定（［2-10 SETTING2］の［SET-18 ETHERNET］）では［PLC Mode］

に［1］ - ［7］、［PLC Area］に［0］ - ［15］を設定できます。（‘ガス検知部 GD-84D シリーズ取扱説明書’の 

‘7-10-18 ETHERNET 設定（ETHERNET）’参照） 

 

本器の［PLC Mode］の設定が［2］ - ［7］、［PLC Area］の設定が［0］ - ［15］の場合、GAS DETECTOR 

MANAGER の Network 画面には本器で設定した PLC の各モード、各メモリエリアに対応した以下の値が自動的

に設定されます。なお、自動で設定された項目はグレー表示され、設定を変更することはできません。 
 

 

  

② 

⑥ 

① 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

② 
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注記 
 GAS DETECTOR MANAGER の Network 画面で通信設定を詳細にする場合は、本器の ETHERNET

設定で［PLC Mode］を［1］に設定してください。（‘4. PLC 通信の設定’参照）  
 

 注意 

 PLC の IP アドレスは、xxx.xxx.xxx.251 で固定となります。（xxx は本器の IP アドレス） 

 PLC の IP アドレスと、IP アドレス xxx.xxx.xxx.252 以降は使用できません。（xxx は本器の IP アドレス） 

 ［PLC Mode］が［2］ - ［7］の場合、本器 1 台で IP アドレス 4 つ分の領域を使用します。使用する領域が

重ならないように、IP アドレスは 4 つ以上空けて割り当ててください。 

 Very Small の設定をする場合は他の PLC Mode との混在はできません。  
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通信設定例）オムロン PLC 

 型式 IP アドレス 
PLC 

Mode 

PLC 

Area 

Detector 

write 

Detector 

read 

ガス検知器 

1 台目 
GD-70D 192.168.0.1 3 3 

E3 

0~41 

E3 

10752~10773 

ガス検知器 

2 台目 

GD-84D 

A1 

192.168.0.2 3 3 

E3 

42~83 

E3 

10774~10795 

A2 
E3 

84~125 

E3 

10796~10817 

B1 
E3 

126~167 

E3 

10818~10839 

B2 
E3 

168~209 

E3 

10840~10861 

ガス検知器 

3 台目 
GD-81D 192.168.0.6 3 3 

E3 

210~251 

E3 

10862~10883 

通信先 PLC 
オムロン 

CJ シリーズ 
192.168.0.251 - - - - 

※いずれの機器もサブネットマスクは「255.255.255.0」とします 
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通信設定例）三菱電機 PLC 

 型式 IP アドレス 
PLC 

Mode 

PLC 

Area 

Detector 

write 

Detector 

read 

ガス検知器 

1 台目 

GD-84D 

A1 

192.168.0.1 5 2 

ZR 

65536~65577 

ZR 

76288~76309 

GD-84D 

A2 

ZR 

65578~65619 

ZR 

76310~76331 

GD-84D 

B1 

ZR 

65620~65661 

ZR 

76332~76353 

GD-84D 

B2 

ZR 

65662~65703 

ZR 

76354~76375 

ガス検知器 

2 台目 

GD-84D 

A1 

192.168.0.5 5 2 

ZR 

65704~65745 

ZR 

76376~76397 

A2 
ZR 

65746~65787 

ZR 

76398~76419 

B1 
ZR 

65788~65829 

ZR 

76420~76441 

B2 
ZR 

65830~65871 

ZR 

76442~76463 

通信先 PLC 
三菱電機 

Ｑシリーズ 
192.168.0.251 - - - - 

※いずれの機器もサブネットマスクは「255.255.255.0」とします 

 
 






